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管理コンソールの新しいナビゲーション メニュー 
Hangouts Meet に関するお知らせ: Reports API の新指標、Meet アプリのタ 
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会社所有の Android 搭載端末の設定フローに関する更新 
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Gmail の添付ファイルのコンプライアンス機能を強化 
G Suite との連携に対応するサードパーティ製 SAML アプリを新たに 22 個追加 
限定公開アプリを複数の組織に公開する 
Google Apps Device Policy アプリを使わずに、Android 搭載端末を管理する 

 

 
 

 

 

G Suite についてのその他のお知らせ  
Cloud Connect:G Suite 管理者のコミュニティ 
G Suite​ 管理者向けの最新情報の動画 

 

ヘルプセンターの記事 ​G Suite の最新情報​をご覧いただくと、リリースされた機能の詳細を把握できます。 
このページには、​G Suite アップデート ブログ​で紹介されていない内容も記載されています。 
 
より良いリソースをお届けできるよう、よろしければ​ご意見​をお聞かせください。 

 
- G Suite チーム、2018 年 2 月 1 日 
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https://docs.google.com/a/google.com/forms/d/19AJmnJuG_JWdOTSf0B_kL1DFemE8bbkJbZ42Iz6uDx0/viewform


 

注目のリリース:G Suite セキュリティセンター  
Google でのセキュリティ分析とおすすめの方法 

  発表日: 2018 年 1 月 17 日    管理者向けの機能  - ​トップへ戻る​ - 

 
最新情報: ​Google は、組織データのセキュリティを簡単に管理できるようにすることを目指しています。 
そのためには、ユーザーや管理者の皆様がセキュリティを俯瞰できるようになることが重要であり、 
タイミングよく提供されるインサイトに基づいて行動できるようになることもまた重要です。 
 
そこでこのたびのリリースで、Google は G Suite にセキュリティ― センターを導入いたしました。このツー

ルを使うと、セキュリティ分析、行動につながるインサイト、Google が推奨するセキュリティ設定などを  
1 か所で把握し、組織のデータやユーザーの保護を促進することができます。 
 

 
 
セキュリティ センターを利用すると、主要な管理職や管理者の皆様が次のことを行えます。 
 
1.重要なセキュリティ指標のスナップショットを 1 か所で確認できます​。 不審な端末のアクティビティ、 
組織内のユーザーを標的とする迷惑メールや不正なソフトウェアの状況、セキュリティの有効性を示す 
指標などに関するあらゆるインサイトを統合されたダッシュボードで確認できます。 
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2.潜在的な脅威に先回りして対策できます​。管理者がセキュリティ分析を実施し、脅威にフラグを付けられ

るようになりました。たとえば、フィッシングの対象となっているユーザーが可視化されるので、潜在的な

攻撃に先回りして対策できます。また、Google ドライブ ファイルが DLP ルールをトリガーしたときに、 
異常を検出してデータ漏洩のリスクを避けることができます。 
 

 
 
 
3.セキュリティ状況についてのおすすめの方法を採用してリスクを減らせます​。​セキュリティの状況​で、 
既存のセキュリティの状態を分析し、カスタマイズされたアドバイスを参考にしてユーザーやデータを 
保護できます。提示されるおすすめの方法には、モバイルやコミュニケーションの設定に関するものを 
はじめ、データの保存方法、ファイルの共有方法などがあります。 
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https://support.google.com/a/answer/7491656?hl=ja&ref_topic=7492190&utm_source=gsuite-updates&utm_medium=blog&utm_campaign=securitycenterga


 
 
使ってみる 
350 万以上もの組織が G Suite を利用して安全にコラボレーションしています。​G Suite Enterprise​ のお客様

は、管理コンソールから​セキュリティ センター​にアクセスできます。管理者の皆様には、​こちらの手順​を参

考にしてご利用を開始していただけます。セキュリティについて覚えておくと便利なおすすめの方法につい

ては、​こちら​でご覧いただけます。 
 
G Suite​ を初めてご利用の方は、コラボレーション、保管、安全なコミュニケーションに関する​詳細​について

ご確認ください。 
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https://gsuite.google.com/intl/ja/pricing.html?utm_source=gsuite-updates&utm_medium=blog&utm_campaign=securitycenterga&tab_activeEl=tabset-companies
https://gsuite.google.com/intl/ja/products/admin/security-center/?utm_source=gsuite-updates&utm_medium=blog&utm_campaign=securitycenterga
https://support.google.com/a/answer/7486127?hl=ja
https://support.google.com/a/answer/7587183?utm_source=gsuite-updates&utm_medium=blog&utm_campaign=securitycenterga&hl=ja
https://gsuite.google.com/intl/ja/security/?secure-by-design_activeEl=data-centers


 

 

共同作業 

Google スプレッドシート、スライド、図形描画のユーザー補助機能を改善 

  発表日: 2018 年 1 月 9 日    組織で共有  - ​トップへ戻る​ - 

 
最新情報:​ Google は、誰にとっても利用しやすいサービスを提供できるよう努めています。そのため、ユー

ザー補助機能に関する継続的なイニシアチブの一環として、Google スプレッドシート、スライド、図形描画

の新機能をリリースいたしました。具体的には、Google スプレッドシートに点字サポート、Google スライ

ドと図形描画に拡大鏡サポートが追加されました。 
 
Google スプレッドシートで点字ディスプレイを使用する 
Google ドキュメント、スライド、図形描画では、点字ディスプレイを使用したテキストの読み上げや編集が

できますが、このたび、スプレッドシートにも点字サポートが追加されました。点字ディスプレイを使用し

てセルのコンテンツを読み上げて編集したり、シート内のセル間を移動したりすることができます。現在の

ところ、スプレッドシートでの点字サポートは ChromeVox スクリーン リーダーを使用している Chrome OS 
でのみご利用いただけますが、今後は他のプラットフォームやスクリーン リーダーにも対応するよう取り組

んでまいります。 
 
詳しくは、ヘルプセンターの​スプレッドシートで点字ディスプレイを使用する方法についてのページ 
をご覧ください。 
 
Google スライドと図形描画で拡大鏡を使用する 
先日、Google ドキュメントとスプレッドシートに拡大鏡のサポートが追加されたのに続き、このたび、 
スライドと図形描画でも拡大鏡をご利用いただけるようになりました。 
 
Mac と Chrome OS の端末では、ドキュメント、スプレッドシート、スライド、図形描画で拡大鏡を使用で

きます。 
 
詳しくは、ヘルプセンターの ​Google​ ドキュメント エディタで拡大鏡を使用する方法についてのページ 
をご覧ください。 
 
 

新たに 9 か国から Hangouts Meet 会議に電話で参加可能に 

  発表日: 2018 年 1 月 11 日    組織で共有  - ​トップへ戻る​ - 

 

最新情報: ​2017 年 10 月に、G Suite Enterprise をご利用のドメインに対して Hangouts 
Meet の会議に国外から参加できる電話番号の提供を開始したことを​発表​しました。この 
オプションを使用すると、どこにいてもチームとつながっていることができます。このた

び、この機能が新たに 9 か国（​オーストリア、ベルギー、チェコ共和国、フィンランド、

アイルランド、ノルウェー、ルーマニア、スイス、トルコ​）でご利用いただけるようにな

りました。 
 

 

現在の参加用電話番号の提供対象地域は次のとおりです（その他の地域にも順次拡大予定です）。 

● オーストラリア（AU） 
● オーストリア（AT） 
● ベルギー（BE） 
● ブラジル（BR） 
● カナダ（CA） 
● チェコ共和国（CZ） 
● デンマーク（DK） 
● フィンランド（FI） 
● フランス（FR） 
● ドイツ（DE） 
● アイルランド（IE） 
● イタリア（IT） 

● オランダ（NL） 
● ニュージーランド（NZ） 
● ノルウェー（NO） 
● ポーランド（PL） 
● ルーマニア（RO） 
● 南アフリカ（ZA） 
● スペイン（ES） 
● スウェーデン（SE） 
● スイス（CH） 
● トルコ（TR） 
● 英国（GB） 
● 米国（US） 

 

ビデオ会議に参加する方法について詳しくは、​ヘルプセンター​をご覧ください。 
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https://support.google.com/docs/answer/6057417?co=GENIE.Platform%3DDesktop?hl=ja
https://support.google.com/docs/answer/6282736?co=GENIE.Platform%3DDesktop?hl=ja
https://support.google.com/docs/answer/6282736?co=GENIE.Platform%3DDesktop?hl=ja
https://gsuiteupdates-ja.googleblog.com/2017/10/hangouts-meet.html
https://support.google.com/meet/answer/7308559?hl=ja


 
 

Google ドライブ内から Slack の履歴を表示する 

  発表日: 2018 年 1 月 31 日    組織で共有  - ​トップへ戻る​ - 

 
最新情報:​ Slack と Google ドライブに関する重要な最新情報をお知らせいたします。Slack で行われるファイ

ルの共有やディスカッションを Google ドライブで確認できる履歴イベントが追加されました。ユーザーが 
Google ドライブに保存されているファイルを共有したときと、ユーザーが Slack で共有されている Google 
ドライブのファイルについて Slack でコメントしたときの 2 種類のアクションがイベントとしてログに記録

されます。 
 
これらのイベントでは、上記のアクションがいつ、誰によって、どこで行われたかについての情報を確認す

ることができます。履歴ログ内のイベントは、共有されたドキュメントへのアクセス権と、ドキュメントの

共有またはディスカッションが行われた Slack チャンネルやチームへのアクセス権の両方を所有するユー

ザーに対してのみ表示されます。 
 

 
 
今回のリリースは、​以前に発表された​ Google ドライブと Slack との統合（Google ドライブでの履歴に関す

る通知を Slack で確認できる機能）を強化する追加機能です。この機能を利用するには、​Google ドライブと

の統合機能をインストール​してください。 
 
Slack で行われているディスカッションを常に把握したい場合、現在編集作業が行われている内容を知りた

い場合、または新しくチームに参加して以前のディスカッションを把握しようとしている場合は、イベント

ログを通じて Slack と Google ドライブの両方でファイルの履歴を追跡することができます。 
 
Google ドライブとの統合では、各国の言語のサポートも提供される予定です。フランス語、スペイン語、 
ドイツ語、日本語で Slack を利用しているお客様には、Google ドライブの bot によって送信されるメッセ 
ージや返信がお客様の指定された言語で表示されます。 
 
Slack​ で ​Google​ ドライブの履歴を確認する方法について詳しくは、​ヘルプセンター​をご覧ください。 
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https://gsuiteupdates-ja.googleblog.com/2016/10/g-suite-5.html
https://slack.com/services/B75U3LCNT
https://slack.com/services/B75U3LCNT
https://support.google.com/drive/answer/7570232?hl=ja


 

 

シンプルな使い勝手  
自動展開が設定されたウェブ版 Google カレンダーで新しい UI がデフォルト

の設定に 

  発表日: 2018 年 1 月 3 日   組織で共有  - ​トップへ戻る​ - 

 

最新情報:​ 2017 年 10 月に、ウェブ版 Google カレンダーの新しいユーザー インターフェー

ス（UI）のリリースについて​発表​いたしました。この新しい UI への移行に際し、管理者の

皆様は移行に関するいくつかの​設定項目​を指定していただけます。 
 

1 月 15 日付で、展開方法が「自動」（デフォルト）に設定されているドメイン内のすべて

のユーザーに対してアップグレードが自動的に行われました​。 
 

このフェーズでは、すべてのユーザーに対する移行が完了する ​2018 年 2 月 28 日​まで、ユーザーは新しい 
UI への移行をオプトアウトすることができます。 
 

新しいウェブ UI へのアップグレード設定を手動でオプトアウトしたユーザーは、2 月 5 日までアップグレー

ドされません。 
 

また、このオプトアウト フェーズは、管理者の皆様が手動による展開を選択したドメインには適用されませ

ん。ただし、2018 年 2 月 28 日になると、このようなドメイン内のユーザーも自動的に新しい UI に移行され

ます。新しい UI をオプトアウトすることはできません。 
 
より詳しく 
ヘルプセンター:新しいカレンダーへのアクセスを管理する​（管理者向け） 
ヘルプセンター:カレンダーの新しいユーザー インターフェースのご紹介​（ユーザー向け） 
 

 

Google ドライブ フォルダ内の検索 

  発表日: 2018 年 1 月 9 日   組織で共有  - ​トップへ戻る​ - 

 
最新情報:​ Google ドライブの特定のフォルダ内のコンテンツを検索できるようになりました。検索バーのプ

ルダウンを選択して [場所] メニューから目的のフォルダを選択するか、フォルダを右クリックして、その

フォルダ内を検索できます。検索できるのは、マイドライブまたはチームドライブ内のフォルダのみです。

共有されたフォルダについては、まずそのフォルダをマイドライブに追加してください。 
 

 
 

ドライブでファイルを検索する方法について詳しくは、​ヘルプセンター​をご覧ください。 
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https://gsuiteupdates-ja.googleblog.com/2017/10/google_30.html
https://support.google.com/a/answer/7534764?hl=ja
https://support.google.com/a/answer/7534764?hl=ja
https://support.google.com/calendar/answer/7541906?hl=ja
https://support.google.com/drive/answer/2375114?hl=ja


 

 

Google ドキュメントとスライドのメニューをさらに改良 

  発表日: 2018 年 1 月 18 日   組織で共有  - ​トップへ戻る​ - 

 
最新情報:​ 機能のご利用状況に関するデータや皆さまからのフィードバックを踏まえ、ウェブ上の Google ド
キュメントおよびスライドのメニューとツールバーを一部変更いたしました。​前回行った変更​の一部と同様

の変更を行うほか、メニュー項目をより簡単に見つけられるよう構成を変更します。主な変更点は以下のと

おりです。 
 
ドキュメントへの改行や改ページの追加方法: 
 

● 変更前:[挿入] > [改ページ] または [列区切りを挿入] 
● 変更後:[挿入] > [区切り] > [改ページ] または [列区切りを挿入] 
● 詳しくは、ヘルプセンター記事の​リンク、ブックマーク、改ページを追加、編集、削除する 

をご覧ください。 
 
ドキュメントやスライド内の図形への代替テキストの追加: 
 

● 変更前:図形を選択 > [表示形式] > [代替テキスト]。この項目はメニューから削除されます。 
● 変更後:図形を右クリック > [代替テキスト]。今後、図形に代替テキストを追加する際はこの

ようにします。 
● 詳しくは、ヘルプセンター記事の​ドキュメントやプレゼンテーションを閲覧しやすくする 

をご覧ください。 
 
スライド内の画像の変更: 
 

● 変更前:図形を選択 > [表示形式] > [図形を変更]。この項目はメニューから削除されます。 
● 変更後:図形を右クリック > [図形を変更]。今後、図形を変更する際はこのようにします。 

 
スライドの ​HTML​ ビュー（メニューから削除）: 
 

● 変更前:[表示] > [HTML ビュー] 
● 変更後:Ctrl+Alt+Shift+P キー 
● 詳しくは、ヘルプセンター記事の​ドキュメントやプレゼンテーションを閲覧しやすくする 

をご覧ください。 
 
上記の変更はあくまでもメニュー表示上のものであり、​キーボード ショートカット​やヘルプメニューの検索

ボックスを使えば、すべての項目をこれまでどおりご利用いただけます。 
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https://gsuiteupdates-ja.googleblog.com/2017/12/google_10.html
https://support.google.com/docs/answer/45893?hl=ja
https://support.google.com/docs/answer/6199477?hl=ja
https://support.google.com/docs/answer/6199477?hl=ja
https://support.google.com/docs/answer/179738?hl=ja


 新しい Google サイトで特定のユーザーにサイトを公開する 

  発表日: 2018 年 1 月 29 日   組織で共有  - ​トップへ戻る​ - 

 
最新情報:​ サイトによっては、すべてのユーザーを対象読者としない場合があります。そのため、Google は、 
新しい Google サイトのコンテンツを閲覧できる対象ユーザーを明示的に指定できる機能を追加いたしました。 
 
特定の対象ユーザーにサイトを公開するには、「他のユーザーと共有」アイコンを選択し、[公開] 設定を  
[特定のユーザーのみが公開バージョンを閲覧できます] に変更します。 次に、希望の対象ユーザーを [招待] 
に追加して、[公開済みアイテムを閲覧可] を選択します。 
 

 
 
現時点では、この機能はウェブでのみご利用いただけます。Android 版と iOS 版の Google ドライブ アプリ

でも今後数週間で展開される予定です。新しい ​Google​ サイトでの公開について詳しくは、​ヘルプセンター 
をご覧ください。 
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https://support.google.com/sites/answer/6372880?hl=ja


 

ビジネス対応 

Gmail のアドオンをドメイン全体にインストール 

  発表日: 2018 年 1 月 8 日    管理者とデベロッパー向けの機能  - ​トップへ戻る​ - 

 
最新情報: ​先日リリース​した Gmail のアドオンをご利用いただくと、​よく使うビジネスアプリ​に Gmail の画 
面からアクセスできるようになります。便利なアプリにユーザーが簡単にアクセスできるよう、このたび 
Gmail のアドオンを G Suite 管理者がドメイン全体にインストールできるようにしました。アドオンをインス

トールするには、Gmail で [設定]（歯車のアイコン）をクリックし、[アドオンを取得] を選択します。 詳し

くは、​ヘルプセンター​をご覧ください。 
 

 
 
さらに、デベロッパーの方には、組織専用の Gmail のアドオンを簡単に作成していただけるようになり 
ます。組織内のデベロッパーの方向けに、次の 2 つの変更が展開されます。 
 

● 公開前の Gmail のアドオンをデベロッパー自身の G Suite アカウントでインストール​できるようにな

るので、開発を進めやすくなります（これまでは、個人の Gmail アカウントでのみインストール可能

でした）。 
● デベロッパーが所属している G Suite ドメイン内のユーザーに対して、Gmail のアドオンを公開でき

るようになります。さらに、公開権限をリクエストして得られた後は、一般ユーザーに対しての公開

も可能になります。 
 
これら 2 つのデベロッパー向け機能について詳しくは、​G Suite デベロッパー ブログ（英語）​でお知らせし

ますのでお待ちください。 
 
これらの新機能をご利用いただくことで、Gmail のアドオンをますます手軽に活用し、メール関連の作業を 
Gmail の画面から直接行えるようになります。 
 
より詳しく 
G Suite Marketplace:Gmail​ アドオン 
ヘルプセンター:​Marketplace​ アプリの導入 
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 ユーザーに委任できる Gmail の新しい権限 

  発表日: 2018 年 1 月 8 日    管理者向けの機能  - ​トップへ戻る​ - 

 
最新情報: ​業務を円滑に進めるには、メールを安全かつ効率的に送受信できるよう管理することが不可欠で

す。しかしこの作業は、G Suite 管理者に高い負荷がかかることがあるのも事実です。そこで、管理者の方 
の負荷が少しでも軽減されるよう、[メールログを検索]、[[Admin Quarantine]（管理者検疫）にアクセス]、 
[一部の検疫対象メールにアクセスできます] の 3 つの Gmail の権限を新たに追加しました。これらの権限 
は G Suite 特権管理者が他のユーザーに付与できるもので、ユーザーを特権管理者にする必要はありません。 
 

 
 
メールログを検索 
この権限を与えられたユーザーは、Gmail の​メールログ検索​機能を使用できるようになるので、簡単にメー

ルの配信状況を調べたり、メールの送受信に対する特定のポリシーの影響を確認したり、接続するサーバー

の IP アドレスを特定したりできます。 
 
[Admin Quarantine]（管理者検疫）にアクセス 
G Suite 管理者は、​特定のメールを検疫するためのポリシーや設定を指定​できます。これは、迷惑メールを防

いだり、データ損失を最小限に抑えたり、機密情報を保護したりするうえで有効です。この権限を与えられ

たユーザーは、​管理者検疫​からメールの配信を許可したり拒否したりすることができます。ただし、管理者

検疫の設定の閲覧や変更はできません。 
 
一部の検疫対象メールにアクセスできます 
この権限を与えられた場合も管理者検疫へのアクセスが可能になりますが、アクセスできるのはそのユー

ザーが検疫確認を行うグループのメンバーとなっている検疫に限られます。また、上記の権限と同様、 
この権限でも管理者検疫の設定にはアクセスできません。 
 
上記の権限を委任​するには、特権管理者が管理コンソールの [管理者の役割] で [新しい役割を作成] をクリ 
ックし、[権限] メニューの [サービス] > [Gmail] から特定の権限を選択します。 
 
より詳しく 
ヘルプセンター:メールログ検索の概要 
ヘルプセンター:管理者検疫の設定と管理 
ヘルプセンター:カスタムの管理者の役割を作成する 
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 管理コンソールの新しいナビゲーション メニュー 

  発表日: 2018 年 1 月 16 日    管理者向けの機能  - ​トップへ戻る​ - 

 
最新情報: ​新しくリリースされたサイド ナビゲーション メニューを使って、管理コンソールの情報や設定 
をより簡単に表示、検索し、直接移動できるようになりました。この変更のメリットをいくつか下記で紹 
介します。 
 

多数のロジカルメニュー オプションを簡単にスキャン  
お客様がメニュー オプションを使って論理的な複数階層のメニューを作成する手法に基いて、メニュー オプ

ションがグループ化されました。その結果、メニューが短縮されてスキャンしやすくなり、探しているもの

がすぐに見つかるようになりました。 
 

 
 

探しているものがすぐに見つかる  
メニューの上にカーソルを合わせてクリックして行くと、探しているページに直接ドリルダウンできます。

そのためブラウジングする時間が短縮され、実際の作業にかける時間を増やせます。 
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メニューが簡素化されて委任管理者にも使いやすく  
委任管理者に、自身の管理者権限レベルでアクセスできるメニュー項目のみが表示されるようになりま 
した。委任管理者のメニューが簡素化され、より使いやすくなります。 
 
管理コンソールとその使い方ついて詳しくは、​ヘルプセンター記事をご覧​ください。 
 
 

Hangouts Meet に関するお知らせ: Reports API の新指標、Meet アプリのタブ

レット対応 

  発表日: 2018 年 1 月 22 日    管理者向けの機能  - ​トップへ戻る​ - 

 
最新情報: ​Hangouts Meet は、簡単に参加できるビデオ通話を通じて、場所を問わずにチームメンバーと連

携するのに役立つツールです。Hangouts Meet でのコラボレーション効果を最大限に高めるため、このたび

新たな機能が追加されましたのでご紹介いたします。 
 
G Suite の Reports API に Hangouts Meet の指標を追加 
ドメイン内での Hangouts Meet のご利用状況をより深く把握していただけるよう、​Reports API の Customer 
Usage（お客様ご利用状況）レポート（英語）​に ​50 以上の指標を新たに追加（英語）​いたしました。これら

の新しい指標により、組織で行われた Meet 通話の時間、規模、端末固有の特徴について詳しく知ることが

できます。 
 
上記の情報を把握することで、Meet を使って組織のコラボレーションや生産性をどう向上させるかについて

のインサイトを得ることができます。このたび追加された指標の詳細やご利用方法については、​こちら​をご

覧ください。 
 
また、これまで Google+ の指標グループで提供されていたハングアウト関連の指標がすべて、Meet という

新しい指標グループに移行されました。この移行について詳しくは、​こちら​をご覧ください。 
 
Hangouts Meet がタブレットにも対応 
このたび Android や iOS のタブレットでも Hangouts Meet をご利用いただけるようになりました。チームメ

ンバーの方々が、あらゆる端末から会議に参加することができます。 
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より詳しく 
Reports API:Reports API: Customer Usage​ 指標 
Reports API:Reports API: Customer Usage - Google Hangouts Meet​ の指標 
Reports API:Reports API: Customer Usage - Google Hangouts Meet​ 指標の移行ガイド 
ヘルプセンター:​Meet​ のモバイルアプリをダウンロードする 

 
 

 

会社所有の Android 搭載端末の設定フローに関する更新 

  発表日: 2018 年 1 月 22 日    管理者向けの機能  - ​トップへ戻る​ - 

 
最新情報: ​G Suite 管理者は、​Google モバイル管理​を使用して、組織内のモバイル端末を管理、保護、監視で

きます。端末を従業員に支給している場合は、アプリのインストール、ネットワーク設定、セキュリティ設

定などを規制するポリシーも適用できます。 
 
詳細管理​を有効にしている場合、次の 2 つのうちどちらかの方法で​会社所有の Android 搭載端末* を設定​で
きます。（1）管理コンソールで端末を追加し、端末の所有権を自動的に組織に割り当てられます。または、

（2）個々のユーザーが端末を設定するときに、端末の所有権を組織に割り当てられるよう許可することも 
できます。​この 2 番目の方法を選択した場合に、個々のユーザーが行う設定フローが 2018 年 2 月 12 日から

変更となります​（* Android 6.0 以降を搭載する端末である必要があります）。 
 
現状では、新しい Android 搭載端末（または最近、初期状態へのリセットを行った Android 搭載端末）をお

使いのユーザーが、端末に個人アカウントを追加する前に G Suite アカウントを追加する場合、端末の所有

権を組織に割り当てるよう指定するチェックボックスをオンにしなくてはなりません（個人アカウントを先

に追加した場合、後で G Suite アカウントを追加するときに、仕事用プロファイルを設定するように促され

ます）。 このフローでは、スマートフォンが会社所有のものであっても、端末の所有権を割り当てるチェッ

クボックスをオンにしないユーザーもいたので、管理の断片化が発生していました。 
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現在の設定画面 
 

より多くのユーザーに適切な選択をしていただくため、この画面の文章と設定を変更いたします。2018 年  
2 月 12 日以降は、設定中の端末をご自分で所有しているかという質問にお答えいただくことになります。

ユーザーが端末を個人的に所有していることを明示しない限り、所有権は自動的に組織に割り当てられ 
ます。なお、この手順が表示されるのは、端末に個人アカウントを追加する前に G Suite アカウントを追 
加した場合のみです。 
 

 

新しい設定画面 
 

このたびの変更により、会社所有の端末が不適切に設定されることが少なくなり、モバイル管理の有効性

が向上しましたら幸いです。​この変更は G Suite for Education のお客様には適用されないことにご注意く

ださい。 
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Jamboard が G Suite のコアサービスに 

  発表日: 2018 年 1 月 24 日    管理者向けの機能  - ​トップへ戻る​ - 

 

最新情報:​昨年 Google は、付属のモバイル アプリケーションやウェブ アプリケーションを

使用して共同編集ができるデジタル ホワイトボード端末である ​Jamboard（英語）​を​発表

しました。 
 
Jamboard ​サービス​では、G Suite 管理者に対して Jamboard 端末の管理を許可し、G Suite 
ユーザーに対して​スマートフォン​、​タブレット​、​ウェブ​上での Jamboard コンテンツの操

作を許可することができます。Jamboard では、真っ白なホワイトボードに書き込んだア

イデアやプロジェクトを、Google ドキュメントなどの他の G Suite アプリケーションと同

じようにリアルタイムで共同編集することができます。本日をもって、Jamboard は  
G Suite のコアサービスとなりました。 
 

影響: 
1. Jamboard は既存の G Suite 契約の対象となり、​他のコアサービス​と同じ基準の技術サポートと 

サービスの提供が保証されます。 
2. Jamboard サービスは管理コンソール内の [​その他の Google サービス​] のリストから削除され、 

G Suite のコアサービスのリストに追加されます。 
 
Jamboard サービスは​デフォルトでオン​になりますが、この新しいサービスを有効にするかどうかについて

は管理者の​設定​が優先されます。 
 
Jamboard​ 端末（現在米国、英国、カナダで販売中。その他の国では今後発売予定）を ​Jamboard​ サービス

と組み合わせて最適なチーム コラボレーションと創造性を実現する方法については、​Jamboard​ のウェブサ

イト​をご覧ください。 
 
 

Gmail の添付ファイルのコンプライアンス機能を強化 

  発表日: 2018 年 1 月 24 日    管理者向けの機能  - ​トップへ戻る​ - 

 
最新情報: ​G Suite の管理者として重要な仕事の 1 つは、組織のデータが部外者の手に渡らないようにするこ

とです。​Gmail のデータ損失防止（DLP）​を使用すると、ユーザーの送受信メール トラフィックをスキャン

して、体系的に処理できるようになります。このたびのリリースでは、特に​添付ファイルのコンプライアン

ス​における機能が強化されます。 
 
これまでは、Gmail の添付ファイルの検索にカスタム* ファイル形式を指定すると、メールの添付ファイルの

ファイル名拡張子の MIME ヘッダーのみがスキャンされていました。そのため、送信者が添付ファイルの拡

張子名を変更した場合は、フラグが付かない可能性がありました。現在は、[ファイル形式にも基づいてファ

イルの一致を調べる（サポートされる形式）] チェックボックスをオンにすると、添付ファイルのコンテンツ

もスキャンしてファイル形式が特定されるようになりました（​サポートされるファイル形式​のいずれかに該

当する場合）。 
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これにより、添付ファイルのコンプライアンスが向上し、組織内のデータ損失をより確実に防ぐことができ

ます。添付ファイルのコンプライアンス ルールの設定について詳しくは、​ヘルプセンター​をご覧ください。 
 
*このリリースは、カスタム ファイル形式の検索のみを対象としたものです。その他のファイル形式 
（​Office​ ドキュメント、動画、画像など）を検出する添付ファイルのコンテンツのスキャンはすでに 
実装されています。 

 
G Suite との連携に対応するサードパーティ製 SAML アプリを新たに  
22 個追加 

  発表日: 2018 年 1 月 29 日    管理者向けの機能  - ​トップへ戻る​ - 

 
最新情報: ​シングル サインオン（SSO）​を使用すると、企業向けクラウド アプリケーションのどれか 1 つに

ログインするだけで、その他のアプリケーションもすべて利用できるようになります。管理者であれば、 
管理コンソールへの SSO アクセスも可能です。Google のサービスは、企業でよく利用されている SSO 標準

プロトコルの OpenID Connect と SAML に対応しています。Google のサービスとの SSO 機能連携に対応し

ているサードパーティ製アプリの数は現在すでに 800 を超えています。 
 
このたび、次の 22 個のアプリケーションと SAML で連携できるようになりました。​7geese、Accellion、 
Bime、Bugsnag、Canvas LMS、Honey、Humanity、Jitbit、Kintone、Knowbe4、Kudos、Looker、Meraki、
Mingle、RemedyForce、Replicon、Rollbar、Signal FX、StatusPage、Weekdone、Wrike、Zoho CRM​。 
 
Google​ サービスとの連携に対応するアプリケーションの一覧とインストール手順については、​ヘルプセン

ターの記事​をご覧ください。 
 
G Suite では、SAML 準拠の連携対応アプリケーションのほかに、「カスタム SAML アプリケーション」の 
インストールにも対応しています。つまり、SAML に準拠しているサードパーティ製アプリケーションであ

れば、管理者が任意のものをインストールできます。連携対応アプリケーションの利点は、より簡単にイン

ストールできることです。 
 
カスタム ​SAML​ アプリケーションのインストールについて詳しくは、​ヘルプセンターの記事​をご覧ください。 
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限定公開アプリを複数の組織に公開する 

  発表日: 2018 年 1 月 31 日    組織で共有  - ​トップへ戻る​ - 

 
最新情報: ​Google モバイル管理​などの企業向けモバイル管理（EMM）プロバイダを使用している企業では、

職場向けにカスタマイズした Android アプリを直接 managed Google Play ストアで公開すると、従業員がア

プリに簡単にアクセスして、インストールできるようになります。ドメイン内に複数の「組織」を設定して

いるような場合（たとえば、テスト目的などでさまざまな地域に展開しているような場合）は、このカスタ

マイズしたアプリにそれぞれがアクセスできるようにする必要があります。このニーズに応えるため、1 つ
の限定公開アプリを最大で 20 の組織に向けて公開できるようにいたしました。この機能には次のようなメ

リットがあります。 
 

1. デベロッパーがアプリを自身のドメイン以外のドメインにも公開できます（個人の @gmail.com アカ

ウントを利用するデベロッパーを含みます）。 
2. デベロッパーが、公開対象の組織の管理者である必要がなくなりました。 
3. 企業がサードパーティのデベロッパーにアプリの公開を委任しやすくなります。 
4. デベロッパーが対象組織の組織 ID を保持している必要があり、組織の管理者がその組織向けのアプ 

リを承認する必要があるため、限定公開アプリの公開に関する安全性が保たれます。 
 

 
 
詳しくは、​ヘルプセンター​をご覧ください。 
 
 

Google Apps Device Policy アプリを使わずに、Android 搭載端末を管理する 

  発表日: 2018 年 1 月 31 日    管理者向けの機能  - ​トップへ戻る​ - 

 
最新情報:​昨年 Google は、iOS 用の基本モバイル管理を​リリース​しました。従業員の iOS 端末を管理するた

めのこの機能は、従業員が MDM エージェントやプロファイルを設定していなくても使用することができま

す。これと同じ機能が Android にも追加されました。 
 
G Suite 管理者は、​G Suite Device Policy アプリ​を端末にインストールするよう要求することなく、従業員が

職場に持ち込む Android 搭載端末に対して基本的なセキュリティ対策を義務付けることができるようになり

ました。これを行うには、管理者は管理コンソールの [端末管理] > [セットアップ] > [モバイル管理] > [モバイ

ル管理の有効化] で [基本] を選択します。 
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https://support.google.com/a/answer/1734200?hl=ja
https://support.google.com/googleplay/work/answer/6145139?hl=ja
https://gsuiteupdates-ja.googleblog.com/2018/02/g-suite-device-policy-android.html
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.google.android.apps.enterprise.dmagent&hl=ja


 
 
基本モバイル管理が有効になっている場合、管理者は次の操作を実施できます。 
 

● 端末の画面ロックを設定する。* 
● 企業アカウント（端末全体ではない）をワイプする。 
● 端末の一覧を表示、検索、管理する。 

 
基本モバイル管理により、個人データがワイプされることなく、企業アカウントにアクセスできるため、 
エンドユーザーにとっても業務で各自の端末を使いやすくなります。 
 
詳しくは、​ヘルプセンター​をご覧ください。 
 
*​Google Apps Device Policy​ アプリがインストールされている端末の場合は、​Android L​ 以前を搭載する端末

でのみ画面ロックを適用することができます。 
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https://support.google.com/a/answer/6328699?hl=ja


 

 

G Suite についてのその他のお知らせ 

Cloud Connect:G Suite 管理者のための公式コミュニティ 

   管理者向けリソース    - ​トップへ戻る​ - 

 

 

今すぐログイン:​Cloud Connect には、G Suite で仕事

を進めやすくするためのあらゆるリソースが揃って

います。​今すぐログイン​し、おすすめの G Suite 使
用法についてのディスカッションや質疑応答を通し

て、他の企業の IT 管理者や Google 社員との情報交

換を始めましょう。ぜひご活用ください。​コミュニ

ティ マネージャーの Lauren Gallegos をフォロー​す
ると、最新情報を毎週入手できます。 

 
最新情報:​ 1 月は第 1 四半期の編集カレンダーが公開

され、​Google BigQuery と Informatica でエンタープ

ライズ データ ウェアハウスを一新する 5 つのステッ

プ​や​組織内でのドライブや Google+ の利用を増やす

ためのヒント​などの情報が追加されました。 
 

2​ 月も、​Google Cloud​ サービスのさらなる活用例をご紹介する予定です。 
 
 

G Suite 管理者向けの最新情報の動画 

   管理者向けリソース    - ​トップへ戻る​ - 

 

 

最新情報:​G Suite 管理者向けの最新情報の動画では、前月

にリリースした G Suite 管理者向けのすべての機能をまと

めて紹介しています。これらの動画はいつでもご覧いただ

けるうえ、共有も可能です。 
 

使い方:​YouTube の再生リスト​をブックマークに登録し、

毎月の新着動画をチェックしてください。 
 

 
最後までお読みいただき、ありがとうございました。 

より良いニュースレターをお届けするために、ぜひ皆様の​ご意見​をお寄せください。 
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https://connect.googleforwork.com/community/customers/?utm_source=WhatsNewJuly15Recap&utm_medium=referral&utm_campaign=JoinGWC
https://connect.googleforwork.com/people/sso-115902687250173948232
https://connect.googleforwork.com/people/sso-115902687250173948232
https://www.cloudconnect.goog/docs/DOC-21810
https://www.cloudconnect.goog/docs/DOC-21810
https://www.cloudconnect.goog/docs/DOC-21810
https://connect.googleforwork.com/docs/DOC-10457
https://connect.googleforwork.com/docs/DOC-10457
http://www.youtube.com/playlist?list=PLU8ezI8GYqs4NSPPqm9hkdWPziVh_O3EC
https://docs.google.com/a/google.com/forms/d/19AJmnJuG_JWdOTSf0B_kL1DFemE8bbkJbZ42Iz6uDx0/viewform

